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　作新学院大学経営学部の張海燕と申します。2006 年に留
学で来日して今は 20 年が経とうとしています。私は、大学院
から中国と日本における文化遺産の保存と観光活用に関する研
究を続けてきました。2022 年に作新学院大学に赴任するため
に宇都宮市に移住してきました。初めて訪れた大谷資料館の広
大な地下空間に圧倒されたことは、今でも鮮明に覚えており、
その日から大谷石の魅力に惹かれ続けています。 
　この度、大谷石研究会に入会し、理事長様や会員の皆様か
ら大谷石の歴史や価値、さらには観光振興の取り組みについ
て学ぶ機会をいただきました。お話を通じて、大谷石が持つ文

化的意義と地域資源としての重要性を改
めて認識し、ますますその魅力に引き込ま
れています。大谷石の採掘跡地は、単な
る建材ではなく、地域の歴史や文化、そして住民のアイデンテ
ィティに深く根ざした存在だと強く感じました。 
　大谷石についてまだまだ学ぶべきことは多いですが、これまで
の研究経験を生かしながら、会員の皆様からご指導をいただき、
大谷石の保存や活用、観光振興におけるマネジメントについて
じっくりと考え、微力ながら地域の持続可能な発展に貢献でき
るよう努めてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

NPO法人大谷石研究会  会員　張海燕
（作新学院大学経営学部　准教授）

　　　　　　　

「大谷石文化を学び続けて」　

　

令
和
６
年
10
月
６
日
、
大
谷
石
研

究
会
メ
ン
バ
ー
と
高
専
、
大
学
の
関

係
者
ら
24
名
で
、
宇
都
宮
市
徳
次
郎

町
内
に
建
つ
旧
小
日
野
屋
（
こ
ひ
の

や
）
商
店
の
石
造
建
物
の
実
測
や
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
小
日
野
屋
商
店
は
日
光
街
道
に

面
し
、
商
家
と
し
て
明
治
初
期
に
開

業
し
ま
し
た
。
開
業
後
は
教
科
書
の

販
売
や
、
日
用
品
な
ど
雑
多
な
商
品

を
扱
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
地
域

の
中
心
的
な
存
在
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
見
世
蔵
や

離
れ
、
石
蔵
、
納
屋
な
ど
、
合
計
6

つ
の
建
物
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
す
べ

て
に
大
谷
石
や
近
く
で
産
出
し
た
徳

次
郎
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
お
よ
び
敷
地
全
体

に
つ
い
て
、
図
面
の
作
成
を
意
識
し

た
内
外
の
実
測
や
写
真
に
よ
る
記

録
、
及
び
所
有
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
建
物
の
図
面
を
お

こ
す
こ
と
で
、
石
造
建
物
の
建
築
的

な
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
調
査
し
た
小
日
野
屋
商

店
の
建
物
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
、
街
道
正
面
に
建
っ
て
い

る
見
世
蔵
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
建

物
は
明
治
7
年
に
建
て
ら
れ
、
建
物

の
外
周
に
徳
次
郎
石
が
張
ら
れ
て
い

ま
す
。
側
面
だ
け
で
な
く
正
面
に
も

石
が
張
ら
れ
た
町
屋
建
物
と
い
う
の

は
大
変
珍
し
く
、
さ
ら
に
は
下
屋
部

分
に
は
石
を
雄
瓦
と
雌
瓦
に
加
工
し

て
交
互
に
重
ね
た
石
瓦
も
葺
か
れ
て

い
ま
す
。
商
店
と
住
居
を
か
ね
た
2

階
建
て
の
内
部
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
街
道
沿
い
に
印
象
深
い
石
の
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
敷
地
奥
に
佇
む
石
蔵
３
棟

も
、
非
常
に
大
き
な
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
明
治
３
年
、

明
治
15
年
、
明
治
45
年
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
間
を
石
塀
が
繋
い
で

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
全
面
石
が
用
い

ら
れ
、
屋
根
部
分
も
石
瓦
で
す
。
開

口
部
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、

破
れ
目
地
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
外

壁
は
ビ
シ
ャ
ン
や
平
刃
で
調
整
さ

旧
小
日
野
屋
商
店
調
査
報
告

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
谷
石
研
究
会 

理
事　

小
林 

基
澄（
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
建
築
学
科 

助
教
）

　

れ
、
石
工
に
よ
る
さ
り
げ
な
い
丁
寧

な
加
工
や
仕
事
が
光
り
ま
す
。
敷
地

内
の
庭
園
空
間
の
な
か
に
見
事
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
納
屋
や

倉
庫
、
井
戸
、
祠
な
ど
の
建
物
が
建

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
石
塀

に
囲
ま
れ
た
敷
地
内
に
は
別
世
界
の

よ
う
な
魅
力
的
な
石
の
空
間
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
朝
か
ら
始
ま
り
1

日
か
け
て
完
了
し
ま
し
た
。
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
こ
れ
か
ら
分
析
し
て
、

図
面
化
も
行
い
ま
す
。
今
年
は
恒
例

の
農
村
集
落
の
石
造
建
物
と
町
並
み

の
調
査
で
は
な
く
、
建
物
の
詳
細
を

実
測
す
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
会
メ

ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

学
校
の
学
生
や
地
元
の
関
係
者
が
協

力
し
て
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

と
は
ま
た
違
う
新
た
な
地
域
の
石
造

技
術
・
文
化
に
つ
い
て
、
深
く
掘
り

下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
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敷地奥の石蔵

石蔵の内部を実測調査中

街道沿いから見た見世蔵

大谷石研究会では、会員の募集をしています！
入会の資格は、年齢、性別、職業、地域を問いません。
「大谷石が好きだ！」という事だけです。
現在、20代から80代の約120名の会員がいます。
年会費は個人会員4,000円、特別会員10,000円です。
入会希望者は、左記の事務局へ問い合わせて下さい。


